
　

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
た
十
勝
健
康
ま
つ
り
は

あ
い
に
く
の
雨
天
と
な
り
、
十
勝
勤
医
協
老
人
保

健
施
設
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
内
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
急
な
会
場
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
近

隣
地
域
内
外
か
ら
幅
広
い
年
齢
層
の
住
民
の
み
な

さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

 

10
時
の
開
会
に
先
立
ち
、
深
町
知
博
実
行
委
員

長
の
挨
拶
、
帯
広
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
の

五
十
嵐
ゆ
か
り
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
合
唱
団
エ
ル
デ
の
皆
さ
ん
の
合
唱
、

ギ
ー
ベ
ル
ト
リ
オ
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
三
重
奏
、

旭
楽
器
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
の
皆
さ
ん
よ
る
エ
レ
ク

ト
ー
ン
演
奏
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
帯
広
市
内
の
医
師（
計
４
科
）の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
無
料
健
康
相
談
、
健
康
や
病
気

の
予
防
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
例
年

通
り
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
行
っ
た

頸
動
脈
エ
コ
ー
体
験
は
大
好
評
で
、
予
定
し
て
い

た
予
約
枠
が
あ
っ
と
い
う
間
に
埋
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

施
設
内
と
な
っ
た
会
場
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
、

野
菜
、
飲
食
物
等
の
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方

が
買
い
物
や
飲
食
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
白
樺
内
店
舗

よ
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
商
品
を
は
じ
め
、
各
種

商
品
券
、
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
、
特
賞
の
メ
ロ
ン
等
様
々

な
商
品
が
出
さ
れ
、
司
会
者
か
ら
当
選
番
号
が
発

表
さ
れ
る
た
び
に
歓
喜
や
た
め
息
が
上
が
り
、
お

ま
つ
り
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
総
会
事
務
局　

池
田
大
輔
】

第
30
回
十
勝
健
康
ま
つ
り（
実
行
委
員
会
主
催
）が
６

月
16
日
、
ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
白
樺（
白
樺
16
西
２
）で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
科
の
医
師
等
に
よ
る
無
料
健

康
相
談
や
ス
テ
ー
ジ
企
画
、
健
康
チ
ェッ
ク
な
ど
６
０

０
人
を
超
え
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第
30
回
十
勝
健
康
ま
つ
り

十
勝
健
康
ま
つ
り

▲ギーベルトリオによる
　ハーモニカ三重奏

▲合唱団エルデによる合唱

▲無料健康相談の様子

▲リハビリ体験する参加者

▲関係団体による模擬店

▲ヤマハ音楽教室によるエレクトーン演奏

▼好評だった頸動脈
　エコー検査
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▼
友
の
会
連
絡
会
第
28

回
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
十
勝
勤
医
協
の

設
立
を
前
後
し
て
各
地

に
友
の
会
が
設
立
さ
れ
、

共
同
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
来

た
▼「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
」こ
と
を

願
っ
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

来
た
友
の
会
の
活
動
が
生
き
生
き

と
語
ら
れ
た
▼
友
の
会
９
条
の
会

で
戦
争
体
験
を
伝
え
る
取
り
組
み
や
、

民
生
委
員
の
活
動
を
通
し
て
会
員

や
住
民
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
活

動
。「
み
ん
な
の
広
場
」は
子
供
や

大
人
の
活
動
で
地
域
の
絆
を
つ
く

り
ま
す
▼
勿
論
、
各
地
の
友
の
会

で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
宅
配
時
の「
ひ

と
声
か
け
活
動
」や
健
康
づ
く
り

や
居
場
所
づ
く
り
と
し
て「
ふ
ま

ね
っ
と
」や「
オ
ビ
ロ
ビ
」、「
朝
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」、「
笑
い
ヨ
ガ
」、「
サ

ロ
ン
」な
ど
▼
対
象
を
会
員
だ
け

で
な
く
地
域
住
民
に
呼
び
か
け
た

活
動
を
意
識
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
▼
帯
広
市
の
65
歳
以
上
の
高

齢
化
率
は
28
・
５
％
に
な
っ
た
。

町
村
で
は
40
％
に
な
る
町
も
…
過

疎
と
高
齢
化
の
急
激
な
進
行
の
な
か
、

友
の
会
活
動
に
も
困
難
が
生
ま
れ

て
い
る
。
反
面
、
友
の
会
の
活
動

が
そ
の「
存
在
意
義
」を
ま
す
ま
す

確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
▼
自
民

党
は
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
の
存
在

を
明
記
し
た
加
憲
を
発
議
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
海
外
で
の
無
制
限

の
武
力
行
使
が
可
能
に
な
る
▼
憲

法
９
条
が
変
わ
れ
ば
憲
法
25
条
も

形
骸
化
さ
れ
る
▼
７
月
は
参
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
る
。
争
点
は
沢
山

あ
る
。
憲
法
改
悪
、
辺
野
古
へ
の

基
地
建
設
、
社
会
保
障
の
改
悪
等
々
。

安
倍
政
治
に
審
判
を
下
す
絶
好
の

機
会
。
多
く
の
人
と
思
い
を
語
ら

う
熱
い
夏
に
し
よ
う
！ 

（
鉄
）



シリーズ

がが
ああぶぶなないい

　

子
ど
も
の
頃
、
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン

プ
に「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」が
載
っ
て
い

て
、
毎
週
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
原
爆
の
怖
さ
、
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
を
知
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
市

民
の
反
応
の
変
化
に
気
づ
い
た
よ
う

な
気
が
す
る
。

　

そ
の「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」が
な
か
な

か
単
行
本
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

う
ち
教
員
と
な
っ
て
い
た
。

　

地
域
で
映
画
の
自
主
上
映
を
取
り

組
む
内
に「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」実
写
版
、

ア
ニ
メ
版
の
自
主
上
映
す
る
機
会
を

得
て
、
上
映
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
映
像
を

通
し
て
戦
争
と
は
何
か
、
わ
ず
か
か

も
し
れ
な
い
け
ど
知
る
契
機
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

学
校
現
場
で
は
、
多
く
の
学
校
で「
平

和
学
習
」を
取
り
組
み
、「
平
和
集
会
」

　

第
28
回
友
の
会
連
絡
協
議
会
総
会
が
５
月
26
日（
日
）、

帯
広
市
内「
と
か
ち
プ
ラ
ザ
」で
開
催
さ
れ
、
36
友
の

会
か
ら
代
議
員
82
名（
代
議
員
定
数
１
０
７
名
）、
職

員
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
日
本
共
産
党
十
勝
地
区
委
員
会

常
任
委
員
杉
野
智
美
氏
、
十
勝
勤
労
者
医
療
協
会

理
事
長
深
町
知
博
氏
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
頂
き
、

そ
の
後
２
０
１
８
年
度
の
活
動
総
括
と
２
０
１
９

年
度
の
方
針
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
３
０
０
０
万
署
名
の
取
り
組
み
、
オ

ス
プ
レ
イ
飛
行
反
対
行
動
報
告
、
地
域
の
困
難
事
例

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
担
い
手
づ
く
り
の
課
題
な
ど

計
７
つ
の
発
言
が
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
、
各
地
の
取

り
組
み
に
対
し
て
の
拍
手
や
共
感
、
問
題
意
識
の

共
有
が
出
来
て
よ
か
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
十
勝
勤
医
協
か
ら
は
、
青
年
職
員
の
活
動

で
あ
る
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
活
動
の
紹
介
と
、
反
核
・

平
和
自
転
車
リ
レ
ー
へ
の
協
力
に
つ
い
て
、
介
護

保
険
制
度
の
活
用
事
例
と
十
勝
勤
医
協
の
介
護
事

業
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
全
議
案

は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

 
【
総
会
事
務
局　

池
田
大
輔
】

　

５
月
18
日（
土
）、
十
勝
勤
医
協
第
41
回

通
常
社
員
総
会
が
農
協
連
ビ
ル
で
行
わ
れ
、

地
域
社
員
・
職
員
社
員
58
名
が
参
加
し
、

２
０
１
８
年
度
の
地
域
の
取
り
組
み
や
医
療
・

介
護
現
場
で
奮
闘
し
た
職
員
の
活
動
な

ど
を
振
り
返
り
、
２
０
１
９
年
度
の
活

動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

理
事
長
挨
拶
で
は
、
柳
町
医
院
の
閉

院
に
関
し
て
十
勝
と
北
海
道
民
医
連
の

医
師
事
情
と
後
継
者
対
策
、
新
年
度
の

各
事
業
の
方
針
と
課
題
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
民
党
の
憲
法
無

視
の
政
治
手
法
と
憲
法
違
反
の
横
行
や

憲
法
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
現

実
を
直
視
し
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
で

勝
利
し
憲
法
を
私
た
ち
の
手
に
取
り
戻

す
固
い
決
意
が
語
ら
れ
、
社
員
一
丸
と

な
っ
て
こ
の
一
年
を
乗
り
越
え
る
決
意

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
地
域
友
の
会
、
職
員
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
15
名
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
地
域
社
員
か
ら
は
、
地
域

独
自
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
、
地
域

医
療
研
修
医
の
受
け
入
れ
、
民
生
委
員

と
し
て
関
わ
っ
た
地
域
の
困
難
事
例
紹
介
、

高
す
ぎ
る
国
保
料
改
善
の
運
動
等
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
は
、
柳
町
医
院
の
こ
れ
ま

で
の
あ
ゆ
み
、
病
院
薬
剤
師
の
新
た
な

取
り
組
み
、
老
健
認
知
症
棟
に
お
け
る

看
取
り
実
践
や
各
事
業
所
の
特
徴
的
な

医
療
・
介
護
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
青
年
職
員
か
ら
は
、
地
域
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
る
民
医
連
運
動
、
協
力

共
同
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

い
の
ち
を
守
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
医
療
・

介
護
の
団
体
と
し
て
、
憲
法
・
平
和
・

人
権
を
守
り
抜
く
十
勝
勤
医
協
の
役
割

と
存
在
意
義
を
発
揮
し
、
職
員
、
地
域
、

共
同
組
織
が
力
を
合
わ
せ
、
民
医
連
の

事
業
と
運
動
を
継
続
し
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

 

【
本
部
事
務
局　

池
田
大
輔
】

「
戦
争
を
学
ぶ
」な
ど
で
戦
争
体
験
者
、

被
爆
さ
れ
た
方
た
ち
か
ら
貴
重
な
話

を
聞
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
、

「
学
力
向
上
」を
優
先
に
考
え
る
風
潮

が
蔓
延
し
、
な
か
な
か「
平
和
」を
考

え
る
場
面
が
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

　

先
日
、
久
々
に
自
主
映
画
に
取
り

組
ん
だ
。「
明
日
へ
～
戦
争
は
罪
悪
で

あ
る
」は
、
日
本
の
青
空
シ
リ
ー
ズ

の
最
新
版
で
、「
戦
争
で
人
殺
し
だ
け

は
す
る
な
」と
説
い
た
僧
侶
の
話
で

あ
る
。

　

目
標
を
上
回
る
観
客
に
観
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
か
ら「
い
い
映
画

だ
っ
た
」と
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
と
同
時
に「
若
い
人
に
観
て

欲
し
い
」「
多
く
の
人
に
見
せ
た
い
映

画
で
し
た
」と
い
う
声
が
数
多
く
聞

か
れ
た
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
も

う
一
度
取
り
組
ん
で
、
多
く
の
若
者

に
観
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　

「
戦
争
」と
な
っ
た
場
合
、
若
者
は

戦
争
の
当
事
者
と
な
る
可
能
性
が
十

分
あ
る
。
戦
争
に
進
む
の
か
ど
う
か
は
、

選
挙
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
、

「
知
ら
な
い
う
ち
に
決
ま
っ
て
い
た
」

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
映
画
の
中
で「
黙

っ
て
い
た
ら
戦
争
に
賛
成
し
た
の
と

同
じ
だ
」と
い
う
場
面
が
あ
っ
た
が
、

子
ど
も
た
ち
が
判
断
で
き
る
材
料
を

私
た
ち
大
人
が（
戦
争
に
）い
く
つ
も

り
で
考
え
て
、
示
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

　

戦
争
で
は
な
く
、
平
和
な
社
会
を

築
く
た
め
に
、「
私
た
ち
大
人
が
よ
り

つ
な
が
り
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
」と
映
画
を
通
じ
て
思
っ
た
。

 

【
音
更
東
友
の
会　

守
屋
敏
紀
】

十勝勤医協　通常社員総会

友の会連絡協議会総会

第41回

第28回
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第３回 国民健康保険（国保）問題について
 ファーマケア十勝　江口　献

　国民健康保険（国保）は、医療を受ける権利を国が保障する社会保障

制度の１つです。国保は国民どうしの「助け合い」ではなく、憲法25条

に基づく国民健康保険法によって「受診する権利」「健康になる権利」「生

きる権利」を保障するものです。しかし今、国保の保険料は加入者所

得の２割を占め、多くの国民が医療から遠ざけられ、いのちさえも奪

われる深刻な事態に直面しています。

1. 国民健康保険（国保）とは
　国保とは「国民健康保険」の略称で、人びとの医療を受ける権利を公

的責任で保障する公的医療保険の１つです。その運営のために国保負

担も投入され、国の社会保障として運営されています。国保は、自助

や相互扶助では決して支えることができない人々の医療保障を図り、

「受診する権利」、「健康になる権利」、「生きる権利」を保障するために、

国民すべてが何らかの公的医療保険制度に加入する「皆保険制度」の土

台として整備されてきました。国保法は、国民の生存権を定めた憲法

25条に基づく法律です。

最後の受け皿、国保加入者の８割が「無職」と「ワーキングプア」

　国保加入者の世帯主で最も多いのが「無職」43.9％、次に多いのが「被

用者（労働者）」34.4％で、合わせて約８割にもなります。農林水産業、

自営業者の加入者は減少し、「被用

者」の増加は、派遣などの非正規

労働者の増大が影響していると思

われます。

2. 高い国保料
　国保は、多くの国保加入者の不

安定な収入を補うため、国庫負担

によって制度運営を安定させてい

ました。年々高くなる国保料（税）の主な原因は、国庫負担率がこの30

年余りで半分に引き下げられたことによるものです。国庫負担が減額

されると、加入者に負担と責任が転嫁されて国保料（税）は上がります。

現在は加入者の約８割が高齢者などの「無職」、派遣・非正規などの「被

用者」です。国庫負担を引き上げなければ国保制度は維持できません。

3. 国保の「都道府県単位化」について
目的は医療費の削減

　2018年度から、国保の保険者がこれまでの市町村に都道府県が加わ

り、都道府県が財政運営の責任を担うようになりました。

　これは、都道府県に国保財政の運営責任を負わせ、「医療費適正化計

画」による給付費抑制や、「地域医療構想」による病床削減などの権限を

すべて都道府県に集中し、一体的施策として医療費削減を強力に推し

進めるための仕組みづくりです。

4.9万円の値上げの危険

　日本共産党が「標準保険料率」を発表している都道府県（1429市区町村）

で市区町村が「標準保険料率」通りに国保料（税）を改定した場合の負担

額についてモデル世帯をおいて試算したところ、全国の８割の自治体

で平均49,000円の大幅値上げとなることが明らかになっています。

4. 医療の実態
　国保の都道府県単位化、保険料の値上げ、保険料滞納による短期保

険証、資格証明書の発行、差し押さえ処分の強化などで実態は、「保険

があっても医療を受けられない」「国民健康保険法の目的が果たされて

いない」「生存権を定めた憲法25条違反」などの深刻な問題に直面して

います。

5. 国保改善に向けた要求を参議院選挙で示す
　参議院選挙でもこの問題を大きくクローズアップさせて、制度改善

や引き下げなど、要求にこたえない議員は選ばない、選挙で変える、

そういう運動が必要です。

ここではわかりづらい医療や介護の制度のコト、社会情勢のコトなど知っていると
誰かに伝えたくなるような情報を、事務職員が全12回発信していくコーナーです。

　

今
、
帯
広
病
院
で
力
を
注
い
で
い
る
一
つ
に
地
域
包

括
ケ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　

入
院
中
の
患
者
さ
ん
が
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
や
、
地
域
内
で
医
療
・
介
護
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

た
い
と
考
え
て
い
る
高
齢
者
の
方
に
、
個
々
人
の
意
向

に
合
わ
せ「
住
ま
い
」「
医
療
」「
介
護
」「
予
防
」「
生
活
支
援
」

が
提
供
さ
れ
る
の
が
地
域
包
括
ケ
ア
で
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
専
門

職
に
よ
る
連
携
で
す
。
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ

て
、
医
師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
技
師
な
ど
が
必
要
な

医
療
は
何
か
を
日
々
情
報
を
交
わ
し
な
が
ら
、
入
院
中

の
病
態
変
化
や
急
変
、
機
能
回
復
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
復
帰
後
も
課
題
に
合
わ
せ
た
医
療
が
生
活
支
援
と
一
体
的
に
提
供
で
き

な
い
の
か
、
地
域
医
療
連
携
室
と
い
う
専
門
の
部
門
が
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て

サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
帯
広
病
院
と
し
て
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
今
現
在
で
精
一

杯
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
奮
闘
し
て
い
ま
す
。 

【
帯
広
病
院
リ
ハ
ビ
リ
主
任　

星
山
等
】

　

６
月
８
日（
土
）に『
調
理
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
』を
企
画
し
、
そ
の
日
の
昼
食
を
利

用
者
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
女
性
の
利
用
者
さ
ん
に
は
、
野
菜
を
切
っ
て
頂
き
、

男
性
利
用
者
さ
ん
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
焼
い
て
頂
き
ま
し
た
。
20
年
前
か
ら
息
子

さ
ん
夫
婦
と
同
居
さ
れ
て
か
ら
台
所
に
立
つ
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
話
す
Ａ
さ
ん
も

さ
す
が
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
。
包
丁
を
持
て
ば
お
手
の
物
。
人
参
は
み
じ
ん
切
り
、
玉
ね

ぎ
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
手
早
く
千
切
り
に
し
て
あ
っ
と
言
う
間
に
野
菜
の
準
備
は
完
了
。

「
私
も
ま
だ
ま
だ
出
来
る
の
よ
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
を
亡
く
さ

れ
て
か
ら
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
Ｂ
さ
ん
に
は
、
大
き
な
お
鍋
で
う
ど
ん
と
お
肉
、

野
菜
を
ま
ぜ
て
頂
き
ま
し
た
。「
こ
ん
な
俺
だ
っ
て
や
れ
ば
出
来
る
ん
だ
ぞ
」と
冗
談

交
じ
り
で
皆
さ
ん
を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
他
に
は

ス
ー
プ
と
お
に
ぎ
り
、
果
物
の
盛
り
付
け
も
利
用
者
さ

ん
に
手
伝
っ
て
頂
き
、
昼
食
に
は
皆
さ
ん
で
作
っ
た
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
定
食
を
食
べ
ま
し
た
。
長
年
一
人
暮
ら
し

の
Ｃ
さ
ん
は「
普
段
一
人
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ん
て
食

べ
ら
れ
な
い
わ
。
と
っ
て
も
美
味
し
い
」と
喜
ん
で
頂

き
ま
し
た
。
今
後
も
可
能
な
限
り
利
用
者
さ
ん
が
楽
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
な
、
行
事
や
調
理
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん
所
長　

村
上
あ
ゆ
み
】

地
域
包
括
ケ
ア
と
の
連
携

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
定
食
作
り

帯広帯広
病院病院

すずすず
らんらん

s
s
s
s
s
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s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
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s
s
s
s
s
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s
s
s
s

ここではわかりづらい医療や介護の制度のコト 社会情勢
誰か

知ってトクトク 制度と情勢今日から

使える

ためになる
！
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節

縦 □ 行

業

前

先 □ 角

上

全

五 □ 力

臭

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生

き

生

き

生

き

生

き

広

場

広

場

☎☎
〇
一
五
五

〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

楽
し
み
な
が
ら
問
題
を
解
い

て
認
知
機
能
を
高
め
ま
し
ょ

う【
答　
　

え
】

　

□
の
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

７
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
２
４
号

（
９
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
２
０
号
の
当
選
者
】

　

答
え
は「
端
午
の
節
句
」で

し
た
。

　

応
募
総
数
１
４
２
通
、
正

解
者
１
３
９
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

阿
部
路
子　

大
久
保
美
恵
子

桜
田
み
ゆ
き　

田
澤
幸
恵

星　

勝
子　
　
（
帯
広
市
）

西
田
幸
雄　
　
（
幕
別
町
）

山
口
美
代
子　
（
芽
室
町
）

吉
田
淑
恵　
（
上
士
幌
町
）

小
澤
登
美
子　
（
本
別
町
）

鈴
木
珠
世　
　
（
広
尾
町
）

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

出
題
は
霜
村
英
靖
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

栄

友

の

会

音
更
東
友
の
会

緑
西
友
の
会

　

去
る
５
月
11
日（
土
）栄
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
栄
友
の
会
２

０
１
９
年
度
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
18
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
報
告
、
19
年
度

の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、
事
業
計
画
は
年

度
内
最
低
２
回
の
健
康
相
談

会
の
開
催
、
日
帰
り
旅
行
を

秋
に
、
健
康
づ
く
り
に
「
ふ

ま
ね
っ
と
」を
毎
月
の
第
３

水
曜
日
に
行
う
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
と
り
わ
け
「
ふ
ま

ね
っ
と
」は
最
近
参
加
者
が

増
え
つ
つ
あ
り
継
続
は
力
な

り
！
と
、
引
き
続
き
実
行
し

ま
す
。
こ
の
他
、
栄
友
の
会

の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
て
会

員
さ
ん
へ
事
業
を
支
え
る
活

動
と
し
て「
拭
き
布
」「
リ
ン

グ
プ
ル
」の
回
収
の
協
力
を

お
願
い
し
て
ま
す
。
協
力
者

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
確
認
し
て
、
会
員
を
増

や
す
、
宅
配
を
増
や
す
、「
い

つ
で
も
元
気
」の
読
者
拡
大

も
合
わ
せ
て
確
認
さ
れ
ま
し

　

今
年
の
総
会
は
、
例
年
よ

り
も
一
カ
月
ほ
ど
遅
く
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
、
５
月
14

日
、
午
前
10
時
よ
り
、
共
栄

コ
ミ
セ
ン
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
こ
の
一
年
間

の
活
動
を
振
り
返
っ
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

特
に
音
更
東
友
の
会
に
と

っ
て
は「
柳
町
医
院
の
閉
院

は
一
大
事
で
あ
っ
た
」と
い

う
率
直
な
意
見
が
あ
り
、「
柳

　

６
月
８
日
緑
西
友
の
会
総

会
が
38
名
の
参
加
で
開
か
れ

ま
し
た
。
友
の
会
連
絡
会
の

町
医
院
は
み
ん
な
で
つ
く
っ

た
病
院
」で「
会
員
で
支
え
た

病
院
だ
っ
た
」患
者
に
と
っ

て
は
歩
い
て
行
け
る
病
院
で

「
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」と
切
実
な
思
い
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
院
に
伴
っ
て
、
会
員
よ

り
退
会
希
望
の
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
友
の
会
の
意
義
か

ら
考
え
て
、
引
き
続
き
会
員

の
拡
大
が
大
事
で
、
事
務
局

長
の
菅
原
さ
ん
か
ら「
世
話

人
と
は
何
か
」と
い
う
事
で「
六

つ
の
柱
」に
つ
い
て
話
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
で
は
、「
東
友
の

会
ニ
ュ
ー
ス
」を（
イ
ベ
ン
ト

等
の
）事
前
の
案
内
だ
け
で

な
く
報
告（
結
果
）も
載
せ
る

と
催
し
物
の
様
子
も
伝
わ
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
今

ま
で
柳
町
医
院
行
っ
て
き
た

健
康
相
談
会
が
今
後
は
出
来

な
く
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
個

人
宅
で
お
茶
飲
み
友
達
を
誘

う
よ
う
に
小
さ
な
相
談
会
を

中
心
に
や
っ
て
い
っ
て
は
ど

う
か
」な
ど
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
新
役
員
が

選
出
さ
れ
、
長
い
間
事
務
局

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
菅
原

さ
ん
が
、
新
会
長
と
な
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
総
会
後
会
食
し
、

後
半
に
は
、
食
に
通
じ
る
映

画
と
し
て
、
宮
沢
賢
治
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。「
幸

せ
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」こ

そ
が
自
ら
を
理
想
と
す
る
生

き
方
と
い
う
テ
ー
マ
で
コ
ロ

ッ
ケ
を
家
族
の
み
ん
な
に
振

る
舞
う
姿
に
共
感
し
て
い
ま

し
た
。

 【
音
更
東
友
の
会
事
務
局　

守
屋
敏
紀
】

栄
総
会
を
終
え
て

音
更
東
友
の
会
総
会

を
終
え
て

緑
西
友
の
会
総
会
が

終
わ
り
ま
し
た　

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
坂
本　

恵
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
二
六
三

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎
節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
阿
保　

富
男

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

二
七
五
六

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
及
川　

洋
子

 

〇
九
〇

－

五
二
二
二

－

三
八
三
二

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
高
宮　
　

裕

 

三
四

－

一
八
八
二

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

た
。
総
会
終
了
後
は
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。

 

【
栄
友
の
会　

佐
藤
久
輝
】

村
上
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は

「
誰
で
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
、「
笑
い
ヨ
ガ
」「
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
し
て
ま

す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
健
康

相
談
会
、
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
特
定
健
診
・
大
腸
ガ
ン

検
診
の
呼
び
か
け
、
久
美
ち

ゃ
ん
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
会
、

日
帰
り
旅
行
、「
い
つ
で
も
元

気
」読
者
会
等
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
も
会
員

13
名
、「
い
つ
で
も
元
気
」２

部
を
増
や
す
こ
と
を
目
標
に

健
康
相
談
会
、
日
帰
り
旅
行
、

読
者
会
等
楽
し
い
計
画
を
し

ま
し
ょ
う
と
、
み
な
さ
ん
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
十

勝
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
の
中
西

さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
に
目
を
白

黒
さ
せ
、
歌
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

 

【
緑
西
友
の
会　

村
上
久
美
子
】
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